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The effects of ultrasonic scaling in combination

with povidone-iodine solution two times at one-week

intervals were examined bacteriologically.

The results obtained were as follows: 

1. In phase contrast microscopy, both total bac-

terial count and spirochetal and motile rod incidence

decreased rapidly one week after instrumentation, 

thereafter remaining at about the same level in each

group. At all observation periods, both total bac-

terial count and spirochetal and motile rod incidence

decreased after ultrasonic scaling in combination

with povidone-iodine solution (Group A) in com

parison with ultrasonic scaling alone (Group B) and

root planing (Group C) .

2. Total bacterial count and proportional dis-

tribution of black-pigmented Bacteroides in perio-

dontal pockets decreased weekly after instrumenta-

tion in Group A. But in Groups B and C, total bac-

本論文の要 旨は, 第33回 春季 日本歯周病学会総会 (1990年5月19日) において発表 した.
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terial count and proportional distribution of black-pigmented Bacteroides in periodontal pockets wereunchanged after instrumentation.

Key words: Ultrasonic scaling, Povidon-iodine solution, Bacteriological findings

要旨: 0.02%ポ ビ ドンヨード水溶液を併用 した超音波スケーリングの2回 操作の有効性について, 歯周 ポケット内

微生物の動態か ら検討した結果, 位相差顕微鏡による歯周ポケット内総微生物数および総微生物 に占める運動性微生

物の構成率は, 各実験群 ともに, instrumentation後1週 日に急激な低下を示 し, その後は, 所 々でやや低下およびや

や後戻 り傾向を示 した。ポビドンヨー ド併用超音波スケーリング群が他の実験群 (超 音波スケーリング単独群および

ルー トプレーニング群) に比較 して, 各実験期間ともに, 総 微生物数および運動性微生物の構成率が低い傾向を認め

た。また, 培養 による歯周ポケット内微生物の観察における総菌数については, ポビ ドンヨー ド併用超音波スケー リ

ング群では経週的に低下傾向を示 し, 他 の2群 では2週 日に低下を示 したが, その後は, やや後戻 り傾向が認 め られ

た。黒色色素産生性Bacteroides (BPB) 数および総菌数に占めるBPB数 の構成率については, ポ ビ ドンヨー ド併用

超音波スケー リング群では2週 日に低下を示し, その後は, やや後戻 り傾向を認めたが, 他の2群 では経週的な変化は

わずかであった。

索引用語: 超音波スケーリング, ポ ビ ドンヨード水溶液, 微生物学的観察

緒 言

私達は, 薬物 と超音波スケーリングの併用 によって, 

歯 周ポケット内を清掃するブロフェショナルクリーニン

グの効果をより高めようと試み, その使用薬 物 と して

は, 歯周病原性グラム陰性菌に対 して殺菌能が高いとさ

れているポビドンヨー ド水溶液を使用 し, in vivoで の実

験を行ってきた。

すなわち, 第1報1) と第2報2) では, ポ ビ ドンヨー ド併

用超音波スケー リングの1回 操作について, そ の有効性

を臨床的および細菌学的に検討 した結果について報告し

た。また, 第3報3) で は1回 操作ではなく, 2回instru-

mentationを 行い, 臨床 的に観察 した結果について報告

した。

そこで, 今回は, ポ ビ ドンヨー ド併用超音波スケーリ

ングの2回 操作の有効性を歯周ポケット内微生物の動態

か ら検討を加えたところ若干の知見を得たの で 報 告 す

る。

実験材料および方法

1.被 験 者

被験歯は, 大阪歯科大学付属病院歯周病科外来 を訪

れ, 成人性歯周炎と診断された患者5名 である。

2.群 構 成

第3報3) と同様に, 1口腔のなかで, 下顎に1歯, 上

顎に2歯 (出 来 る限 り離れた部位) を選び被 験 歯 と し

た。下顎の被験歯 とその両隣在歯は0.02%ポ ビ ドンヨ

ー ド水溶液を併用した超音波スケーリング (以 下, A群

とする) を, 上顎の1歯 とその両隣在歯は蒸留水を用い

た超音波スケー リング (以 下, B群 とする) を, 上顎の

他の1歯 とその両隣在歯はグレーシーキュレットを使用

しroot planing (以 下, C群 とする) をそれぞれ0週 お

よび1週 の合計2回 行った。

3.位 相差顕微鏡による歯周ポケット内微生物の観察

方法

第2報2) と同様に, 歯周ポケットからペーパーポイン

ト法により採取 したプラークを通法により, 位相差顕微

鏡下 (×1, 000) で, 総微生物数および総微生物に占める

運動性微生物, す なわち, 運動性桿状菌 とスピロヘータ

 (M & S) が総微生物に占める割合をも検索した。

4.培 養による歯周ポケット内微生物の観察方法

第2報2) と同様に, 歯周 ポケットよりペーパーポイン

ト法により採取 したプラークを通法によ り, 10倍 連続希

釈後, 各希釈液をCDC処 方 の5%血 液寒天培地に塗沫

し, 嫌気 的に37℃, 7日 間培養後, 各培地について総菌

数及び黒色色素産生性Bacteroides (BPB) 数 を算定 し

た。

5.観 察時期

位相差顕微鏡による観察は0週 (instrumentation前) 

と4週 日まで経週的に観察 し, また, 歯周ポケット内微

生物の培養のための採取は0週, 2週 お よび4週 日とし

た (図1) 。
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6.微 生物学的評価

位相差顕微鏡による歯周ポケット内微生物の総合評価

は図2に 示すような基準で, 2週 間日および4週 間日に

+++ (著明改善) , ++ (改善) , + (や や改善) , 0 (不変) 

および- (悪 化) の5段 階で評価した。

7.総 合効果

第3報3) の臨床的総合効果と前述の微生物学的効果を

図3の ように重ね合わせ, 総合効果を+++ (著明改善) , 

++ (改善) , + (や や改善) , 0 (不変) および- (悪化) 

の5段 階で評価した。

図1試 験スケジュール

結 果

1.位 相差顕微鏡による歯周ポケット内微生物の観察

結果

各実験群の歯周ポケット内総微生物数および総微生物

に占める運動性微生物の構成率の経週的な推移, それぞ

れの群間および群内期間の検定結果は表1, 2に示す通

りである。また, それら平均値の経週的な変化をグラフ

表示したのが図4, 5である。

まず, 総微生物数については, 各実験群ともに, 1週

日に急激な低下を示し, その後は横ばいあるいはやや低

下, または, やや増加の傾向を認めた。群間比較では, 

B群 およびC群 に比べ, 各実験期間ともに, A群 が低値

を示 していた。検定結果の群間では, 2週 日のA群 と

B群 との間に有意の差が認められたが, 群内期間では有

意の差が認められなかった (表1, 図4) 。

つぎに, 運動性微生物の構成率については, 前述の総

図2微 生物学的評価の基準

図3総 合効果の判定基準
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表1総 微生物数の経週的変化と群間および群内期間の検定結果

 (1) 各群 ・各期間の統計量, 群 間比較

 (2) 群内期間比較

表2総 微生物に占める運動性微生物の構成率の経週的変化と群間および群内期間の検定結果

 (1) 各群 ・各期間の統計量, 群間比較

 (2) 群内期間比較
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表3総 微生物数の経週的変化と群間および群内期間の検定結果

 (1) 各群 ・各期間の統計量, 群間比較

 (2) 群内期間比較

図4総 微生物数の経週的変化

微生物数 と同様に, 1週 日に急激な低下を示 し, そ の後

はやや後戻 り傾向を認めた。群間比較では, B群 お よび

C群 に比べ, 各実験期間 ともに, A群 が常に低値を示 し

ていた。検定結果の群間では, 1週 日のA群 とC群 との

間に有意の差は認め られ, 群 内期間では, A群 とC群

のinstrumentation前 と2週 目および4週 日との間, な

らびにC群 の1週 日と4週 日との間に有意の差が認めら

れた (表2, 図5) 。

2.培 養 による歯周ポケット内微生物の観察結果

各実験群の総菌数, BPB数 および総菌数 に 占め る

BPB数 の構成率の経週的な推移, それ ぞれの群間 お よ

図5総 微生物に占める運動性微生物の構成率の
経週的変化

び群内期間の検定結果は, それぞれ表3～5に 示す通 り

である。また, それ らの平均値の経週的な変化をグラフ

表示 したのが図6～8で ある。

総菌数については, A群 では経週的に低下傾向を示し

たが, B群 お よびC群 では2週 日に低下を示 し, その後

はやや後戻 り傾向が認め られた。検定結果では群間には

有意差は認められなかったが, 群 内期 間では, A群 の

instrumentation前 と4週 との間に有意の差が認められ

た (表3, 図6) 。

BPB数 については, A群 では2週 日に低下を示 し, そ

の後はやや後戻 り傾向を認めた。また, B群 お よびC群
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表4black pigmented Bacteroides数 の経週的変化 と群間

および群内期間の検定結果

 (1) 各群 ・各期間の統計量, 群間比較

 (2) 群内期間比較

表5総 微生物数に占めるblack pigmented Bacteroides数 の割合 と群間

および群内期間の検定結果

 (1) 各群 ・各期間の統計量, 群間比較

 (2) 群内期間比較

では経週的な変化はわずかであった。検定結果では, 群

間および群内期間に有意の差が認められなかった (表4, 

図7) 。

総菌数に占めるBPB数 の構成率 については, 前述 の

BPB数 と同様な傾向が認め られ, 検定結果でも, 群間

および群内期間に有意の差が認められなかった (表5, 

図8) 。
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図6総 微生物数の経週的変化

図7black pigmented Bacteroides

数 の経 週 的 変 化

図8総 微 生 物 数 に 占め るblack pigmented

Bacteroides数 の 割 合

表6微 生物学的評価と群間の検定結果

0→2週 0→4週

群間比較 群間比較

表7総 合結果と群間の検定結果

0→2週 0→4週

群間比較 群間比較

3.微 生物学的評価

各実験群の位相差顕微鏡による歯周ポケット内微生物

の観察結果を総合的に2週 日および4週 日に判定 したの

が表6で ある。検定の結果, 2週 日のA群 とB群 との間

およびA群 とC群 との間に有意の差が認められた。

4.総 合効果

各実験群の臨床的効果 と微生物学的効果を総合的 に2

週間日および4週 間日に判定 したのが表7で ある。検定

の結果, 2週 日のA群 とB群 との間およびA群 とC群 と
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の間, さ らに, 4週 日のA群 とC群 との間に有意の差が

認め られた。

考 察

歯周ポケット内の洗浄薬剤 としては, ク ロールヘキシ

ジンが注 日され, 臨床 の場でも使用されて効果をあげて

いたが, 粘膜使用 によって致命的副作用が起ったことか

ら, 現在, わが国では, 口腔内および粘膜使用は禁止 さ

れている。そこで, それ に代わるもの として, ポ ビ ドン

ヨー ド水溶液がとりあげられてきてい る。た とえ ば, 

Roslingら4) お よび奥田ら5) のポ ビドンヨー ド水溶液によ

る歯周ポケット内洗浄が, 歯 周病原微生物の激減に効果

的であった とい う報告, あるいはごく最近の濱田ら6) に

よる同種の実験により, ポ ビ ドンヨー ド水溶液による歯

周ポケット内洗浄が, 臨床的にも微生物学的にも有効で

あったとい う報告などがそれ らである。

そこで, 私達 はこれまでに, 超音波スケーリングの効

果をより一層高めようとして, 0.02%ポ ビドンヨード水

溶液を併用し, つ ぎのような実験を行ってきた。すなわ

ち, 第1報1) ては, ポ ビ ドンヨー ドを併用薬剤 として使

用した超音波スケーリング群 と, 蒸留水を使用 した超音

波スケー リング群およびグレーシーキュレットによるル

ー トプ.レーニング群をin vivoで 歯周組織を臨床的 に比

較検討した結果, plaque index以 外の臨床観察4項 日の

すべてにおいて, ポ ビ ドンヨー ド併用超音波スケーリン

グ群が超音波スケーリング単独群およびルー トプレーニ

ング群に比較 して各観察時期ともに改善傾向が強いこと

を報告 した。

っいで, 第2報2) では, 第1報1) と同様な実験系で, 歯

周 ポケット内微生物の動態を観察した結果について報告

した。すなわち, 位相差顕微鏡による歯周ポケット内総

微生物数および総微生物に占める運動性微生物の構成率

は, ポ ビ ドンヨー ド併用超音波スケーリング群が他の2

群 に比較して, 低値 を示 し, また, 培 養 による歯周ポケ

ット内微生物の観察でも, ポ ビ ドンヨー ド併用超音波ス

ケーリング群が他の2群 に比較 して低値を示 した。

ま た, 第3報3) で は, 前2報1, 2) の1回inStrumenta-

tionで はなく, 2週 連続2回instrumentationを 行い, 

臨床的に観察した結果, plapue indexを 除 く臨床的パラ

メーター4項 日いずれの場合も, ポ ビ ドンヨー ド併用超

音波スケー リング群の方が超音波スケーリング単独群お

よびルー トプレーニング群に比較 して各観察時期のすべ

てに改善傾向が強く, plaque indexを 除 く他の4項 日の

臨床的パ ラメーターの総合効果では4週 日にポビドンヨ

ー ド併用超音波スケーリング群 と超音波スケーリング単

独群 との間に有意の差が認め られた。

今回, 実験系 としては, 第3報3) と同様であるが, ポ

ビ ドンヨー ド水溶液を併用した超音波 スケーリングの2

回操作の有効性について, 歯周 ポケット内微生物の動態

を指標に検討した。その結果, 位相差顕微鏡による歯周

ポケット内総微生物数および総微生物に占める運動性微

生物の構成率は, 各実験群 ともに, 1週 日に急激な低下

を示 し, その後は所々でやや低下あるいはやや後戻 り傾

向を示 した。ポビドンヨード併用超音波スケーリング群

が他の実験群 (超 音波スケーリング単独群およびルート

プレーニング群) に比較 して, 各実験期間 ともに, 総微

生物数および運動性微生物の構成率が低い傾 向 を認 め

た。これ らの事は, 位相差顕微鏡による歯周ポケット内微

生物の観察結果では, ポ ビ ドンヨー ド併用超音波スケー

リング群の2回instrumentationの 有効性が確認できた

といえ, 第3報 の臨床的観察結果 とよく一致するところ

である。また, 被 験者が異なるので, 確定的なことはい

えないが, 第2報 の1回instrumentationの 場合 と比較

すると本実験の2回instrumentationの 場 合のほうが, 

総微生物数および運動性微生物の構成率 ともに後戻 りが

遅い傾向を認め, 2回instrumentationの 意義が立証で

きたといえる。

一方, 培養 による歯周ポケット内微生物の観察による

総菌数については, ポ ビ ドンヨー ド併用超音波スケー リ

ング群では経週的 に低下傾向を示 したが, 他の2群 では

2週 日に低下を示 したが, そ の後はやや後戻り傾向が認

められた。黒色色素産生性Bacterides (BPB) 数 および

総菌数 に占めるBPB数 の構成率 については, ポ ビ ドン

ヨー ド併用超音波スケーリング群では2週 日に低下を示

し, その後はやや後戻 り傾向を認めたが, 他 の2群 では

経週的な変化はわずかであるということが確認できた。

これ らの事実は, 一見, 前述 の位相差顕微鏡による観察

結果および第3報3) の臨床的観察結果 と矛盾するようだ

が, ポ ビドンヨー ド併用超音波スケーリングは他の2群

に比較すれば, その有効性は明白であるものの, 数値 の

ば らつきが大きいことより, なお今後症例数を重ねて検

討する余地がある。

いずれにしても, 本実験結果は, 濱 田ら7) のほぼ3ヵ

月に及ぶ頻回ポビドンヨード併用超音波スケーリングの

有効性を検討 した臨床実験により, その有効性について

報告 したものとよく一致するところであり, 経験的に日

頃臨床の場で, プ ロフェショナルクリーニングとして, 
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超音波スケー リングを頻回行って, 効果 をあげているこ

とを客観的に立証したものといえる。

結 論

今回われわれは, 0.02%ポ ビ ドンヨー ド水溶液を併用

した超音波スケーリングの2回 操作の有効性について, 

歯周 ポケット内微生物の動態か ら検討 し, つぎのような

結論を得た。

1.位 相差顕微鏡による歯周ポケット内総微生物数お

よび総微生物に占める運動性微生物の構成率は, 各実験

群 ともに, 1週 日に急激な低下を示 し, その後は所々で

やや低下およびやや後戻 り傾向を示 した。ポビドンヨー

ド併用超音波スケーリング群が他の実験群 (超 音波スケ

ーリング単独群およびルートプレーニング群) に比較 し

て, 各 実験期間ともに, 総微生物数および運動性微生物

の構成率が低い傾向を認めた。

2.培 養 による歯周ポケット内微生物の観察における

総菌数については, ポ ビ ドンヨー ド併用超音波 スケーリ

ング群では経週的に低下傾向を示したが, 他の2群 では

2週 日に低下を示 したが, その後はやや後戻り傾向が認

め られた。

BPB数 および総菌数に占めるBPB数 の構成率につい

ては, ポ ビ ドンヨー ド併用超音波スケーリング群では2

週 日に低下を示 し, その後はやや後戻 り傾向 を 認 め た

が, 他の2群 では経週的な変化はわずかであった。
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